
 縮 絨 機

ＹＲＳ シリーズ

縮絨機導入の目的
生地の寸法安定、可縫製の向上、製品価値の向上を目的とする。
生地の寸法変化にはハイグラルエキスパンション、緩和収縮、熱収縮があります。これらの現象を安定させる為に生地に
加湿、加熱、冷却をノーテンションで行う必要があります。
加湿、加熱、冷却を生地全面に対し、正確かつ均等に行わなければ逆効果となります。

ＹＲＳの特長
①均等な加湿、加熱、冷却をノーテンションで行います　　　
②蒸気ヒーターを採用する事により電気消費量を押さえ、従来式の機種に比べランニングコストが1/5～1/8となりました
③独自のヒーター機構により正確にすばやく生地に熱を与える事ができます。またウール素材の毛羽立ちを抑え表面感

　　を高める事が可能です。

　

巻取り機・ＹＷ-182

縮絨された生地をローテンションでソフトに

　巻き取る事ができます。
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